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【要旨】　2022 年以降，生成 AI が急速に普及し，様々なメディアの生成に利用されているが，学習データの権利

処理や生成されたコンテンツの知的財産権についての懸念が高まっている．本論文では，Stable Diffusion を例に，

使用されるデータセットの構造や，再学習・補助モデルの拡張技術，また画像生成 AI サービスが提供するモデ

ルと学習データの公開状況などを整理する．つづいて，画像生成 AI サービス・コミュニティサイトの現状を示し，

著作権侵害とみなせる画像生成モデルのアップロード例が多数存在する等の課題を述べる．画像生成 AI を含む

生成 AI は知的財産の活用を推進する一方で，権利者が把握できない利用が発生している．画像生成 AI の社会実

装をより発展的に進めるには，開発者と利用者だけでなく，AI 生成物の品質を支える学習データの大元である著

作者も含めた社会的な合意形成が必要と考えられる．

【キーワード】　画像生成AI　　　データセット　　　知的財産　　　再学習　　　著作権侵害

【Abstract】 Since 2022, generative AI has gained popularity for creating various media, raising concerns about the 

rights management of training data and intellectual property rights of generated content.　This paper uses Stable 

Diffusion as a case study to outline the structure of datasets, techniques for retraining and extending auxiliary models.　
The publication status of models and training data provided by image generation AI services is also presented.　
Furthermore, the current state of image generation AI services and community sites is examined, with particular 

attention paid to issues such as the prevalence of models that potentially infringe copyrights.　While generative AI 

facilitates the use of intellectual property, it often leaves rights holders unaware of its usage.　In order to facilitate the 

social implementation of image generation AI, it is necessary to establish a social consensus.　This should involve not 

only developers and users but also the original authors of the training data that underpin the quality of AI-generated 

content.
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1.　はじめに

2022年以降，生成 AI （Generative AI） が急速に普
及している．生成 AIはこれまでのデータ分析を目
的とした「Analytical AI」とは異なり，人間が得意
であるとされてきた情報を生成・創造する目的で利
用されるものである1．生成 AIには ChatGPTに代
表されるテキスト等の情報の入力に応じて回答を生
成する文章生成 AIをはじめ，画像・動画・動画といっ
た多様なメディアの生成に特化したものがあり，こ
れらの AIモデルの研究開発やサービスのリリース
が盛んに行われている．
生成 AI関連技術を用いた新規市場の形成や，業
務の効率化が期待される一方で，生成 AIを作成す
る際の学習データの権利処理や，生成された情報の
利用について，知的財産的な観点からの疑義が著作
者であるクリエイターや業界団体から上がってい
る2．本論では，画像生成 AI （Image Generative AI） 
において，その技術的な背景としてとくに各モデル
構成部で扱われているデータセットに関して概説
し，画像生成 AIの学習・生成の 2段階における知
的財産上の懸念事項について述べる．

2.　Stable Diffusion の概略

画像生成 AIにおける知的財産上の課題を考察す
る上で，画像生成 AIモデルの仕組みと学習に用い
られたデータセットの理解は重要である．画像生成
AIの多くは，複数の AIモデルから構成されており，
それぞれの AIの機能に合わせた学習を行う必要が

ある．そのため，それらの AIに最適化された，タ
イプの異なるデータセットがそれぞれ必要となる．
したがって，画像生成 AIモデルの学習における各
種のデータセットが寄与する範囲を明確に把握する
ため，代表的な画像生成 AIモデルである Stable 

Diffusion3を用いた Text2Image （テキストの指示か
ら画像を生成すること） を例として概説する．

2.1.　テキスト変換器と学習データセット

Stable Diffusionは学術機関 （ドイツのミュンヘン
大学） に属する研究グループ4を中心として，AIス
タートアップ企業 （Stability AI， Runway5）により共
同リリースされた画像生成 AIモデルである．Stable 

Diffusionは拡散モデル（Diffusion Model） と変分オー
トエンコーダー （Variational Autoencoder : VAE） か
ら成る「生成 AI基盤モデル」と，CLIP （Contrastive 

Language-Image Pre-training）6のような「テキスト
変換器」の大きく 2つのパーツで構成される．
テキスト変換器に，画像生成の指示分であるテキ
スト（例えば，「帽子を被った犬」）を入力すると，
それに対応したベクトルデータが得られる．テキス
トによるベクトルデータはノイズの取り除き方に関
する方向性を指示する情報として扱われる．Stable 

Diffusionのテキスト変換器では，事前に別の方法
で学習した CLIPというモデルがそのまま利用され
ている．CLIPは，インターネットから検索された
画像とテキストによる約 4億ペアで構成されたデー
タセット （WebImageText，詳細は非公開）7を用いて
学習されている．CLIPにおいては，ある同じ概念
を表現したテキストと画像（例えば，ネコというテ
キストとネコの画像）をそれぞれテキスト用のモデ

ノイズ画像

生成 AI 基盤モデル
（VAE, 拡散モデル）

指示文
『帽子を被った犬』

Text 変換器
（CLIP）  

ベクトルデータ
例) [1,2,3,1,2,56,3,3,2,2,4,5]

生成画像

　 図 1　Stable Diffusion を例にした画像生成 AI の概要図
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ルと，画像用のモデルに入力した際に，類似したベ
クトルデータが得られるように学習されている．

2.2.　生成 AI 基盤モデルと学習データセット

Stable Diffusion本体の学習においては，テキスト
指示に沿った生成画像が得られることと同時に，そ
の生成される画像が人から見て美的に感じることが
求められる．この目的のため LAION （Large-scale 

Artificial Intelligence Open Network） データセットが
用いられている8．LAIONデータセットも CLIPへ
の学習で用いられたものと同様に，画像とそれに関
する説明テキストがペアになったデータセットであ
る．特徴としては，画像に関する審美性評価がなさ
れていることが挙げられる．LAIONデータセット
を用いた画像生成 AIでは，インターネット上の画
像をただ大量に収集して学習するのではなく，その
中でも人間が見て美しさを感じる画像のみを用いて
学習することで，生成される画像の審美性を高めて
いる．この審美性評価がなされたデータセットによ
り，近年の Stable Diffusionのような画像生成 AIモ
デルの高品質な画像生成が支えられている．このよ
うに，①『テキスト変換器』におけるテキストから
ベクトルデータへの変換（テキストと画像の間で設

置された概念情報の獲得）と，②『生成 AI基盤モデ
ル』による画像生成プロセスおけるテキスト概念の
埋め込み，は独立したものであり，それぞれ学習に
用いたデータセットが異なる．画像生成モデルの生
成画像において，LAIONデータセットは特定著作
物の類似性に大きく寄与する可能性がある．また，
その著作物の概念は CLIPの学習に用いられたWe-

bImageTextも寄与している．

2.3.　モデルの再学習，補助モデルによる拡張

Stable Diffusionを代表とした画像生成 AIモデル
による生成画像は非常に高品質であるものの，生成
結果を制御できる手段は基本的にテキスト指示に限
られている．そのため，より画像生成 AI利用者の
イメージ通りの生成画像を得るための工夫や拡張技
術が発展してきている．

・再学習モデル

もっともシンプルな画像生成モデルを拡張するた
めの方法として，再学習（Finetuning） が挙げられる．
一般的に生成 AI基盤モデルを一から学習する際に
は，高価な計算資源および大規模な学習データが必
要となる．しかし，一度大規模データによって学習

再学習した生成AI基盤モデル

生成 AI 基盤モデル
(VAE, 拡散モデル)

ノイズ画像

指示文
『帽子を被った犬』

Text 変換器
(CLIP)

補助モデル等

　　　　　　 図 2　画像生成 AI モデルの再学習モデルや補助モデルによる拡張の概念図
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された生成 AI基盤モデルは，それを起点としてさ
らに別のデータで学習することによって比較的安価
にアップデートすることができる．例えば，Stable 

Diffusionをよりアニメ風の生成結果が得られるよ
うに拡張したければ，一定規模のアニメデータを収
集し，このデータを用いて再学習することでアニメ
風画像の生成に特化した画像生成 AIモデルへと調
整することができる．
このような，画像生成 AIの生成結果の制御は後
述する LoRA （Low-Rank Adaptation） などの補助モ
デルでも可能ではあるが，生成 AI基盤モデルを再
学習することが最も安定して AIモデル作成者の狙
い通りの生成結果にモデルを調整することできる．

・補助モデル

再学習では既存の生成 AI基盤モデルにアップ
デートを加えたのに対して，生成 AI基盤モデルに
外挿するかたちで画像生成 AIモデルを拡張する方
法がある．ここでの代表的な拡張モデルとして，
LoRAや ControlNetが挙げられる．
例えば，LoRAは画像生成の文脈において，特定
のキャラクターを再現する，生成するキャラクター
の目の大きさ，肌の色，体型などを制御するなど，

比較的画風・スタイル・キャラクター性に関わる制
御を得意とするモデルである．代表的な使い方とし
て，非常に少数の画像を集めて学習し，既存著作物
のキャラクターを生成結果として再現することが挙
げられる．LoRAによる学習済みモデルは安定的に
キャラクターを再現することに寄与し，個人が所有
するレベルの PCで簡単に学習できる．この簡便さ
と特定のキャラクターやそのスタイルを思いのまま
操ることができることから，非技術者のユーザーを
含めて幅広い層から利用されている．画像生成 AI

サービスやユーザー間のコミュニケーションにおい
ても，中心的な共有物の 1つとなっている．

ここまで代表的な画像生成 AIモデルである Sta-

ble Diffusionの基本的なモデル構成について説明し
てきたが，今一度 Stable Diffusionの各モデル構成
部で扱われているデータセットについて整理してお
く．

■WebImageText

CLIPの学習に用いられたWebImageTextの詳細
は非公開であるが，インターネット上のデータセッ
トを収集した旨が論文中に記載されている9．学術

個人/企業による独自収集
個人や団体が，アニメ等の著作物を
独自に収集している可能性が高い

LAION
(StableDifusion v2.1以前の場合)

ドイツ非営利団体により
学術目的で収集.
著作物を含む

WebImageText
インターネット上から収集された

約4億ペア(テキスト-画像)

個人/企業による独自収集
個人や団体が，アニメ等の著作物を
独自に収集している可能性が高い

モデルごとのデータセット

再学習した生成 AI 基盤モデル

生成 AI 基盤モデル
(VAE, 拡散モデル)

Text 変換器
（CLIP） 

指示文
『帽子を被った犬』

補助モデル等

ノイズ画像

　　   図 3　Stable Diffusion の各モデル構成部で扱われているデータセット
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目的で収集されたデータセットではあるが，その
データセットを用いて学習された CLIPモデルは，
Stable Diffusionのような商用利用可能であるモデル
においても利用されている現状がある．

■ LAION データセット

Stable Diffusionの学習に利用された LAIONデー
タセットは，ドイツの非営利団体法人によって学術
目的で集約されたデータセットであり，AI関連企
業である Hugging Face10，doodlebot11，Stability AI12

などからの支援を受けて構築されたものである．
LAIONが公開しているデータセットに関するいく
つかの調査により，著作物や性的なコンテンツを含
むことが指摘されており様々な観点で問題を抱えて
いる13,14．また，このデータセットに含まれる著作
物の利用許諾をとることなく学習した画像生成 AI

モデル （Stable Diffusion） が商用利用可能なライセ
ンスで公開されていることから，波及的に権利関係
上の問題を抱えている．3節にて詳細を述べる．

■ 再学習モデル・補助モデルに用いられたデータセッ
ト

再学習モデル・補助モデルは，個人もしくは団体
により学習された後，画像生成 AIのコミュニティ
サイトにアップロードされる場合が多い．しかし，
その学習の過程においてどのようなデータセットが
利用されたのか，データセットに含まれているコン
テンツについてどのような権利処理を実施している
のかについては多くの場合ブラックボックスとなっ
ている．画像生成 AI関連モデルの学習において，
著作物を含んだデータセットを利用することの是非
については，著作権者と AIモデル学習者，AIモデ
ル利用者の間で様々な問題意識の衝突やそれに伴っ
た議論が行われている．

3.　LAION データセットと Stable Diffu-
sion

3.1.　LAION データセットと知的財産に関連する課
題

LAIONデータセットは，Stable Diffusionの主要

なデータセットであり，バージョン 2以前のデータ
セットとして明確に言及されている15,16．このデー
タセットにはいくつかの用途別サブセットが含まれ
ており，最も規模の大きなデータセットが約 58億
もの画像リンクとテキストデータによるペアセット
で構成された LAION-5Bである．これらのデータ
セットは，ドイツの非営利団体により学術目的に収
集され，「クリエイティブコモンズ BY 4.0」ライセ
ンスで無料公開されている．

Stable Diffusionモデルは「CreativeML Open RAIL-

M」，「CreativeML Open RAIL++－M」ライセンス
で公開されており，商用利用可能とされている．そ
のうえ，DreamStudioなどの商用サービスの展開も
進んでいる．しかし，バージョン 2以前のモデルの
学習に用いられた LAIONデータセットは，著作権
で保護されるべきデータを数多く含んでおり，権利
関係の問題を指摘する声や，商用利用においてフェ
アユースの枠組みが適切であるかの懸念が提起され
ている17．

Andy Baio氏らは，LAIONデータセットの一部（23

億枚のうち 1200万枚 : 約 0.5%）に関する調査を
行った18．この調査には，データセットに含まれる
データがどのようなサイトドメインに由来するか，
アーティストの名前がタグ付けされた画像数，有名
人の名前がタグ付けされた画像数，特定のキャラク
ターの名前がタグ付けされた画像数，性的表現を含
む画像数などいくつかの調査が含まれる．その結果
のうち，特定のキャラクターに関する調査から，
LAIONデータセットにはマーベル作品，スター
ウォーズなどの作品に関連する著作物も一定数含ま
れることが確認された．
その他の重大な課題として，Stanford Internet Ob-

servatory（SIO）により LAION-5Bデータセットに
関する調査結果があげられる．調査の結果，3226

枚の児童ポルノ画像と疑われる画像見つかり，外部
機関による審査を通して，1008枚は児童ポルノ画
像であると認定されるに至った．この調査結果を受
けて，LAIONは安全性調査を実施するとして，一
時的にデータセットを非公開とした経緯がある19．
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3.2.　データセットとオプトアウト

オプトアウトとは，データセットから特定の画像
を著作権者からの指示の下，適切に除外するプロセ
スである．これにより，作品の権利者は，数多に存
在する AI事業者に対して個別の権利主張／削除申
請を行わずとも作品の取り扱いに関する意思を表
明・宣言ができる．Spawning AI20というアーティ
ストの権利保護を目的として創設されたスタート
アップが，特定の著作物が Stable Diffusionの学習
データにされているかを確認できるサイト（haveib-

eentrained21）を公開している．Spawning AIは「Building 

consent layer for AI」（AIのための合意レイヤーの形
成）を謳っており，haveibeentrainedのようなデー
タセット検索サイトに加え，AI学習に使われるデー
タセットからある特定作品・コンテンツをオプトア
ウトできるような機能・枠組みを提供している．

Spawning AIの主張によると Stability AI社（Stable 

Diffusionの開発企業）との間で，最新モデルとして
予定されていた Stable Diffusion 322の学習において，
このデータセットのオプトアウトを尊重した学習を
行うとの合意形成がなされているとしていた23,24．
しかしながら，この合意形成以降に Stability AIか
ら公開された Stable Diffusion XLモデルでは，どの
ようなデータセットを用いて学習を行ったかについ
ては明言を避けており，データセットは非公開とし
ている25．

4.　画像生成 AI モデルと学習データの公開
状況

本節では，Stable Diffusion以外で知名度の高い画
像生成 AIモデルついて，4.1.ウェブ上での画像生
成 AIサービス，4.2.ローカル PC上での画像生成

AIモデルの利用の 2つに分類し，著作権などの懸
念事項を考察する．

4.1.　ウェブ上での画像生成 AI サービス

ウェブ上での画像生成 AIサービスを利用するに
は，ユーザーが，各 AI事業者が公開するウェブサ
イト等を通して，画像生成 AIモデルにアクセスす
る．一般的に，初回のトライアルを除き，画像生成
AIサービスはサブスクリプションによる課金制で
利用することができる．一般に，これらのサービス
は，生成コンテンツの取り扱いに関して『利用者が
自らの責任において AI生成物を取り扱う』という
利用規約のもとで運営されている場合が多い．また，
ホスト国についてもサービス提供国で必ずホストし
ているとは限らず，サービス提供国以外をホストと
するケースも多い．
このような形式で提供されている知名度の高い画
像生成 AIモデルの一部と，そのモデルの学習デー
タセットの公開状況について表 1に示した．
表 1で示すように，Adobe Fireflyのみ性質が異な

るが，DALL・E26，Midjourney27，NovelAI28などの
民間企業による画像生成 AIモデルは，サブスクリ
プション登録や課金を行ったユーザー向けに API

を通じて画像生成機能を提供しているが，学習に使
用したデータセットやモデル自体を公開していな
い．表 1に示す通り，画像生成サービスの多くでは，
日本の著名なコンテンツのキャラクター名や作品名
を画像生成の指示文（プロンプト）に含めることに
よって，そのコンテンツを再現することが可能であ
る．特定著作物類似の画像生成が可能かの観察を通
じて，学習に用いられた可能性のある画像タイプ・
カテゴリ等を逆推定することができる．ただし，あ
くまで学習に用いられたデータセットはブラック

表 1　ウェブ上での画像生成 AI サービスと学習データの公開状況

サービス名 学習データセットの公開状況 著名著作物生成可否

Midjourney, Nijijourney 非公開 可能

DALL・E3 非公開（初期 ver. はデータセットの概要を公開） ×（生成者が作為的に指示すれば可能）

Adobe firefly 公開 ×

NovelAI V3 非公開（初期 ver. はデータセットの概要を公開） 可能
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ボックスであり，学習に用いられた特定の画像を検
挙することは困難である．以下では，表 1で取り上
げた著名な画像生成サービスの特徴と学習データ
セットの公開状況について紹介する．

■Midjourney， Nijijourney

学習データセットは公開されていない．Mi-

djourneyは実写系の画像，Nijijourneyはイラスト系
の画像の生成に長けている．他サービスと比べて特
に，日本の著名著作物の生成が容易である．

■ DALL・E3

学習データセットは公開されていない．過去バー
ジョンである DALL・Eでは，約 2.5億の画像とテ
キストのペアを学習データセットとしていることが
報告されているが，その内訳については不明であ
る29．日本の著名著作物の生成は多くの場合，指示
文の内容が検閲された上でブロックされる．

■ Adobe Firefly

権利的クリアランスの問題を踏まえ，学習データ
セットに Adobe Stock画像，オープンライセンスの
コンテンツを学習に利用していることを明言してい
る．学習元となったコントリビューターには報酬が
与えられるほか，ユーザー自身の設定によって作品
をオプトアウトすることも可能となっている．

□ NovelAI

学習データセットは公開されていない．現バー
ジョンでは，Stable Diffusion XLをベースとし，多
数のイラストデータを学習したモデルを使用してい
る．また，著名著作物や著名イラストレーター・漫

画家のスタイル再現を指示することも可能である．

4.2.　ローカル PC 上での AI モデル利用

本ケースでは，生成環境をサービスに依存し生成
量が課金によって制限されるケース 1とは異なり，
自身の PC環境に画像生成が可能な環境を構築する
ことによって，無料かつ無制限の画像生成が可能と
なる．Hugging Face30や Civitai31といった共有サイ
トで配布されている AIモデルが広く普及している．
公開されている画像生成 AIモデルの多くは，

Stable Diffusion 1.5をベースとして，このモデルに
再学習を加えたものとなっている．代表的なモデル
にはアジア人女性の写真のようなイメージの生成に
長けた ChilloutMixや，イラスト系の出力が得意な
Anything V5/inkが挙げられる32,33．最近では，Sta-

bility AIが開発した最新のオープンソースモデルで
ある Stable Diffusion XLをベースとした画像生成モ
デルの開発が個人・団体間で進められており，その
中でも Animagine XL V3というモデルは詳細な指示
に従ったイラストの生成が可能であり，かつ 2800

以上のキャラクターの再現が可能であることから，
急激に人気が高まっている34．以下では，表 2で取
り上げた著名な画像生成 AIモデルの特徴と学習
データセットの公開状況について紹介する．

■ Stable Diffusion 1.5

バージョン 1.1からバージョン 1.5まで LAION

データセットが用いられている．著名著作物も不完
全ながら生成可能であり，Stable Diffusion 1.5に再
学習させたモデルは著名著作物や性的コンテンツの
生成に活発に利用されてきた．現状，商用利用可能
な画像生成 AIの主流ベースモデルである．安価な

表 2　オープンソースで配布モデルと学習データの公開状況

モデル名 開発国 学習データセットの公開状況 著名著作物生成可否

Stable Diffusion 1.5 イギリス 公開 可能

Stable Diffusion XL イギリス 非公開 可能

ChilloutMix 日本 非公開 可能

Anything V5/ink 中国 非公開 可能

Animagine XL V3 不明 非公開 可能



43

画像生成AI におけるデータセットと知的財産をめぐる課題

GPUでも利用可能であり，個人から企業まで広く
普及している．

■ Stable Diffusion XL

学習データセットは公開されていない．Stable 

Diffusion XL論文において，モデルの学習方法に関
する記載はあるものの35，使用したデータセットに
ついては記載されていない．Stable Diffusionの旧
バージョンと比較して解像度の高い 1024×1024サ
イズの画像で学習されたことにより，生成される画
像のクオリティが上昇したほか，プロンプトに対す
るAIモデルの理解度も上昇した．このモデルをベー
スとした画像生成 AIの開発が個人・企業で進めら
れている．

■ ChilloutMix

学習データセットは公開されていない．Stable 

Diffusion 1.5をベースとして日本で開発され，Civi-

taiサイト上で 73.9万回以上ダウンロードされてい
る人気モデルである．実写系の画像生成に強みを持
ち，アジア系女性を模した性的コンテンツを生成す
る目的で用いられることが多い．

■ Anything V5/ink

NovelAIと Nijijourneyにより生成した約 60万枚
の画像を学習に使用したと報告されているが，具体
的な学習データセットは公開されていない．中国で
開発され，Civitaiサイト上で合計 14万回以上ダウ
ンロードされている Stable Diffusion 1.5ベースの人
気モデルである．イラスト系の出力が得意であり，
著名著作物や性的コンテンツを容易に生成可能であ
る．補助モデルと組み合わせて利用することでより
詳細に著名著作物を再現することが可能となる．

■ Animagine XL V3

Stable Diffusion XLをベースとして，アニメ風の
コンセプトに基づいた約 120万枚の画像を収集し，
学習させることで作成されたモデルである．インド
ネシアを中心に，世界各地の開発者が連携したオー
プンソースコミュニティで開発された．具体的な学
習データセットは公開されていない．イラスト系の

出力が得意であり，プロンプトに著名著作物や性的
コンテンツに関連する単語を書き加えることで容易
に生成することが可能である．

5.　画像生成 AI サービス・コミュニティサ
イト

画像生成 AI関連のコミュニティサイトは一般
ユーザーを巻き込みながら急速に成長しており，生
成画像共有，AIモデル共有，AI画像生成といった
多様な機能を提供している36-39．生成画像共有機能
では，多くの AIモデルが投稿され，ユーザーはこ
れらを使って簡単に画像を生成できる．生成された
画像とともに，使用した AIモデルや指示文，パラ
メータが共有され，他のユーザーも同じ画像を再現
できるようになっている．このようにノウハウの共
有が促進され，コミュニティの価値が高まる一方で，
一部には著作権侵害が疑われるモデルや不適切な内
容を含むモデルも存在する．

AIモデル共有機能により，非技術者でも簡単に
AIモデルを利用できる環境が整っている．特に
LoRAモデルは学習コストが低く，特定のキャラク
ターや画風を反映できるため人気がある．これらの
モデルは投稿プラットフォームで多く共有され，コ
ミュニティのハブとして機能しているが，著作物を
学習し類似する創作物を生成する AIモデルが公開
されることもあり，著作権の問題が指摘されている．
生成機能はサイト運営者にとって重要な収益源の

1つであり，多くのサービスは一定数の画像生成を
無料で提供し，それ以上は課金する仕組みを採用し
ている．これによりユーザーの利用を促進しつつ，
収益を確保しているが，提供される生成 AIモデル
の学習データは非公開であり，著名なコンテンツを
生成できる場合もある．
このように，画像生成 AIコミュニティサイトは
技術者と一般ユーザーをつなぎ，活発な交流と情報
共有を促進しているが，著作権侵害や不適切なコン
テンツ生成といった課題もあり，適切な管理と規制
が求められる．
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6.　おわりに

本論では，画像生成 AIの技術的な背景を踏まえ
た上で，画像生成 AIの利用形態の現状とその問題
点を示した．画像生成 AIを含む生成 AIは知的財産
の活用を推進する一方で，権利者の把握できない利
用が起こるケースも多数発生しており，あきらかな
著作権侵害とみなせる例も多く存在する．画像生成
AIの社会実装をより発展的に進めるには，開発者
と利用者のみならず，AI生成物の品質を支える学
習データの大元の著作者らを含めた社会的な合意形
成が必要である．
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